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コンコルディア・フィナンシャルグループの取組紹介
（サステナビリティの取り組みについて）



✓ 当社グループは、2022～2024年度の中期経営計画をソリューション・カンパニーへの転換に向けて変革を加速し、成果を具現化する
３年間と位置付け、「Growth」、「Change」、「Sustainability」の3つの基本テーマで取り組みを進めています。

１． 中期経営計画の全体像
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✓ サステナビリティに関する全社的な基本方針として、「グループサステナビリティ方針」を定め、本方針に基づき、2030年度までの
「サステナビリティ長期KPI」を設定しています。

２． サステナビリティ方針と長期KPI
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✓ お客さまの事業活動とサステナビリティの紐づけ（啓発）から、GHG排出量の可視化、削減まで、お客さまの取り組みフェーズに応じ
た最適なソリューションを提供することで、お客さまの課題解決に貢献しています。

３． お客さまの取り組みフェーズに応じた最適なソリューションの提供
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✓ 当社グループの投融資ポートフォリオの特性に応じて優先セクターを設定し、GHG排出量ネットゼロに向けた取り組みを進めています。

４． GHG排出量ネットゼロに向けた全体像
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※当社2023統合報告書より抜粋
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✓ 横浜銀⾏はGHG排出量の算定・削減サービスを手掛けるアスエネ株式会社および株式会社ゼロボード等と連携し、GHG排出量の算定に関する実証実
験を通じてお客さまの脱炭素の取り組みを支援しました。

５． 取組事例（お客さまのGHG排出量の算定支援）

【実証実験の狙い】

・お客さまのScope1,2,3の算定、GHG排出量削減に関する取組支援、 TCFDへの活用など


